
策

 廃止　　　　 

※決

名

算額については、端数

文

処理により、他資料の

化

決算額と差異が生じて

財

いる場合もあります。

基本目標 未来につなぐ人材を育むまち

要 施策の目的 市民が郷土の伝統や歴史に対する理解を深め、郷土への愛着心を高めるとともに、無形民俗文化財や文化財を後世に継承すること。

施策の方向 文化財の保護・保存

楽寿園庭園及び文化財の保全管理を適切に行った。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 国の天然記念物及び名勝に指定されている庭園区域と園内の森の保全管理並びに市・県の文化財に指定されている楽寿館・梅御殿の保全管理を適切に行い、市民の郷土

今後の方向性 □ 拡大　　　　 への理解及び愛着心を高めるとともに、文化財の継承に努める。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事

1

業名 活動内容 コスト（

頁

事業費：千円）

楽寿園

令

庭園及び文化財保全整

和

備事業 令和　２年度 令

 

和　３年度 令和　３年

3

度 令和　４年度 令和　

年

２年度 令和　３年度 令

度

和　３年度 令和　４年

　

度
活動指標名 単位

実績

　

計画 実績 計画 決算 当初

事

予算 決算 当初予算
全体

務

事業概要
①

清掃除草に

事

要する延べ人 人 314

業

314 314
国の天然

評

記念物及び名勝に指定

価

されている庭園区域と

表

数
園内の森の保全管理

（

並びに市・県の文化財

個

に指定され 0 12,3

票

98 12,132 13

）

,756
ている楽寿館

課

・梅御殿の保全管理を

名

行う。
②

令和　５年度

産

の優先度

③1 　□ Ａ

業

　　　 □ Ｂ　　　

文

 □ Ｃ　　　 □ 

化

Ｄ　

楽寿園内の清掃除

部

草業務にあたる314

楽

人工を計画的に割り当

寿

て、楽寿園内庭園及び

園

文化財の保全管理に努

作

めた。
■ 計画どおり

成

   
令和　３年度

□

日

 遅延       

令

  
の評価

□ 進展な

和

し     

■ 維持

　

　□ 拡大 必要な人員

４

による適切な管理を継

年

続していく。
事業区分

　

□ 自治事務   □

８

 法定受託   □ 

月

その他
今後の方向性 □

　

 縮小　□ 改善
（改

５

善措置等）□ 休止　

日

□ 終了
計画対象 ■ 

概

実施計画査定対象  

施

□ 行政改革対象 
□


